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二
〇
二
二
年
九
月
四
日
、
立
教
大
学
文
学

部
文
学
科
主
催
、
立
教
大
学
日
本
文
学
会
、

江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｂ
）「
近
代

日
本
探
偵
小
説
研
究
の
基
盤
整
備
：
資
料
の

調
査
・
保
存
・
公
開
と
そ
の
活
用
」（
代
表
：

浜
田
雄
介
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
二
）
共
催

で
、「
雑
誌
『
宝
石
』
と
戦
後
日
本
の
探
偵

小
説
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

た
。

　

立
教
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.rikkyo.ac.jp/events/2022/09/

m
knpps000001zavj.htm

l

）
に
記
載
さ
れ

て
い
る
情
報
に
よ
れ
ば
、『
宝
石
』
と
は
一

九
四
六
年
、岩
谷
書
店
か
ら
創
刊
さ
れ
た「
日

本
を
代
表
す
る
探
偵
小
説
雑
誌
」な
の
だ
が
、

資
料
保
存
機
関
の
予
算
の
不
足
と
収
集
方
針

の
曖
昧
さ
に
よ
っ
て
、「『
宝
石
』
の
よ
う
な

読
物
雑
誌
の
多
く
が
保
存
さ
れ
な
い
ま
ま
稀

覯
雑
誌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
た
め
に
、
今

回
の
登
壇
者
た
ち
は
、
科
学
研
究
費
を
取
得

し
、
探
偵
小
説
に
関
す
る
資
料
の
調
査
、
収

集
、
保
存
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
。
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
戦
後
占
領
期
に
発

行
さ
れ
た
『
宝
石
』
復
刻
版
の
作
成
と
、
そ

の
解
題
の
執
筆
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、「
出
版
文
化
史
に
お
け
る
『
宝

石
』の
役
割
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、『
宝
石
』

が
日
本
の
探
偵
小
説
に
も
た
ら
し
た
も
の
は

何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
誕
生
し
た
書

き
手
や
作
品
が
の
ち
の
探
偵
小
説
の
可
能
性

を
ど
の
よ
う
に
切
り
拓
い
て
い
っ
た
の
か
を

議
論
す
る
」
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

　

報
告
者
は
総
勢
七
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代

記
形
式
で
一
年
毎
の
傾
向
を
発
表
し
、
最
後

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
に
戸
川
安
宣
氏
を
加

え
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
ず
は
石
川
巧
氏
が
一
九
四
六
年
の
『
宝

石
』
に
つ
い
て
、
雑
誌
や
出
版
社
の
実
像
を

探
っ
た
う
え
で
、
金
田
一
耕
助
に
つ
い
て
語

っ
た
。
金
田
一
耕
助
と
は
同
誌
の
創
刊
号
か

ら
年
内
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
横
溝
正
史
の

「
本
陣
殺
人
事
件
」
に
て
初
め
て
登
場
し
た

探
偵
で
あ
る
。

　

続
い
て
金
子
明
雄
氏
が
一
九
四
七
年
の
状

況
に
つ
い
て
、新
人
発
掘
が
試
み
ら
れ
た
り
、

探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
探
偵
小
説
界
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
探
偵
小
説
を
社
会
的
に
価
値
づ
け

る
た
め
に
、
防
犯
・
治
安
上
有
益
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
る
な
ど
、
斯
界
の
政
治
性
が
最
も

前
景
化
し
た
時
期
で
あ
る
と
ま
と
め
た
。

　

次
に
川
崎
賢
子
氏
が
江
戸
川
乱
歩
の
明
智

小
五
郎
は
大
東
亜
共
栄
圏
を
移
動
す
る
作
家

で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
呼
び
水
に
、
移
動
と

い
う
観
点
か
ら
、
探
偵
小
説
ジ
ャ
ン
ル
が
有

す
る
文
化
の
交
通
、
交
流
、
混
淆
す
る
場
と

い
う
コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
側
面
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
山
口
直
孝
氏
は
急
速
な
誌
面
の

拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
新
作
家
を
待
望
す
る

機
運
が
高
ま
り
は
す
る
も
の
の
、
本
格
探
偵

小
説
を
尊
ぶ
意
識
が
共
有
さ
れ
、
ト
リ
ッ
ク

や
謎
解
き
が
重
ん
じ
ら
れ
た
一
九
四
九
年
の

状
況
は
、
新
人
作
家
の
成
長
を
阻
む
側
面
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
谷
口
基
氏
は
一
九

五
〇
年
の
状
況
に
つ
い
て
、
創
作
で
は
戦
後

派
作
家
か
ら
戦
後
派
作
家
に
執
筆
の
主
力
が

移
行
し
、
評
論
で
は
本
格
探
偵
小
説
の
再
定

義
が
試
み
ら
れ
、
さ
ら
に
、
権
利
の
関
係
か

ら
翻
訳
作
品
の
紹
介
が
一
気
に
盛
ん
に
な
り

始
め
た
年
で
あ
る
と
ま
と
め
た
。

　

続
く
浜
田
雄
介
氏
は
一
九
五
一
年
が
当
時

の
編
集
長
津
川
溶
々
の
采
配
に
よ
り
メ
デ
ィ

ア
と
の
繋
が
り
を
深
め
た
年
だ
と
し
て
、
探

偵
小
説
と
映
画
と
ラ
ジ
オ
の
関
係
性
に
つ
い

て
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
小
松
史
生
子
氏
は
一
九
五
二
年

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
雑
誌
の
値
下
げ
や

座
談
会
の
活
発
化
な
ど
を
挙
げ
、
戦
前
に
お

け
る
探
偵
小
説
の
旗
艦
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ

っ
た
『
新
青
年
』
あ
が
り
の
既
成
作
家
た
ち

と
新
進
作
家
た
ち
と
の
間
に
あ
る
世
代
差
の

問
題
が
浮
上
し
て
き
た
年
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
た
。

　

休
憩
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
壇

上
で
の
や
り
取
り
の
ほ
か
、
様
々
な
人
々
か

ら
意
見
、
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
非
常
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

一
年
毎
に
誌
面
の
傾
向
を
見
て
い
く
と
い

う
方
針
に
よ
っ
て
、創
刊
当
初
の
雑
誌
及
び
、

戦
時
中
の
自
粛
状
態
か
ら
復
活
し
た
て
の
ジ

ャ
ン
ル
の
展
開
を
動
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
豊
か
な
学
び
を
得
ら
れ
る
会
と
な
っ

た
。

（
本
学
兼
任
講
師
）
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